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IP時代における電気通信番号の在り方に関する研究会 
ワーキンググループ（第４回）議事要旨（案） 

 
１ 日 時 
  平成１７年９月２１日（水）１４：００～１６：１０ 
 
２ 場 所 
  総務省８階 第１特別会議室 
 
３ 出席者（敬称略） 
 (1) 構成員 
   相田 仁（リーダー）、一井 信吾（サブリーダー）、秋元 洋子、荒本 和彦、粟野 

友文、市来 裕教、大熊 博之（代理 江口 敏一）、加藤 朗、加藤 義文、川西 

素春（代理 千村 保文）、川村 正道、小出 利一、佐野 晋、澤田 和良（代理 

舩木 滋）、白澤 進、内藤 郁夫、中村 泰士、西川 嘉之、堀内 泰樹、山田 博

（以上２０名） 
 (2) 総務省 
   渡辺電気通信技術システム課長、門馬番号企画室長、富岡事業政策課課長補佐、吉

田番号企画室課長補佐、上野番号企画係長、藤原番号管理係長 
 (3) オブザーバー 
   横浜市総務局ＩＴ活用推進部電子市役所推進担当（齋田課長、平沼係長同席） 
 
４ 議 事  
 (1) 第３回ワーキンググループ議事概要の確認 
 

(2) 継続検討項目について 
総務省から、資料ＷＧ４－２に基づき、継続検討項目について説明があり、了承され

た。 
 
(3) 今後の進め方等について 

総務省から、資料ＷＧ４－３に基づき、今後の検討スケジュール等について説明が

あり、了承された。 
 

(4) 行政に対する問い合わせ用番号について  
横浜市から、資料ＷＧ４－４に基づき、自治体への問い合わせ用に専用の３桁の電話

番号を割り当てて欲しいとの要望に関する説明があり、引き続き以下の質疑がなされた。 
・ 全国の市町村共通で４桁の 0570の番号を使用する方法は考えているか。３桁にこ
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だわるのか。 
答 米国でも３桁の番号で実施されており、一般に覚えやすい３桁で実施したいと

考えている。 
・ ＮＴＴのアナログ固定電話のみの利用に加えて、携帯電話等からの利用は考えてい

るか。 
答 携帯電話等からの利用や、他の自治体との協力についても今後検討が必要だと

考えている。 
  ・ ３桁番号を利用したいというのは、市民からの要望か。 

答 横浜市議等からの要望である。 
 

(5) ＦＭＣの電気通信番号について 
①世界におけるＦＭＣサービスの動向について  
ＫＤＤＩ構成員（代理）から、資料ＷＧ４－５に基づき、ＦＭＣサービスの海外に

おける動向について説明があった。また、「ＢＴ Ｆｕｓｉｏｎ」ＢＴ（英国）は、本

年６月頃から開始しており、「ＤＵ：」ＫＴ/ＫＴＦ（韓国）は、昨年（2004年）の７
月頃から開始されていて、約１０万台の端末が発売されている模様との補足説明があ

った。 
 

  ②ＦＭＣＡの活動状況について 
ＮＴＴコミュニケーションズ荒本構成員から、資料ＷＧ４－６に基づき、ＦＭＣＡ

の運営体制や会合参加状況について説明があった。 
 
③ＦＭＣにおける電気通信番号の在り方に関する意見の募集  
総務省から、資料ＷＧ４－７に基づき、次回以降のＦＭＣの在り方について検討す

るために、広く、具体的なシステム等について一般意見募集を行うことについての説

明がなされた。意見の扱いやフォーマット等について議論の結果、一部修正の上、１

０月１４日まで意見募集を行うことが了承され、修正は相田リーダーに一任された。 
 
 (6) 新規サービス受付への１ＸＹ番号の使用について  

総務省から、資料ＷＧ４－８に基づき、１ＸＹ番号の取扱についての考え方等の説

明が行われた。ユーザーアンケート（モニター調査等）の実施の可否について質問が

あった。また公正競争の観点からの有識者のコメントを聴取してはどうかとの意見も

表明された。 
総務省において、ユーザーアンケートが出来るか確認し、報告することとなった。 

 
 (7) インターネット電話への転送について 

①フュージョン・コミュニケーションズ市来構成員から、資料ＷＧ４－９に基づき、
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説明が行われた。 
 
②引き続き、総務省より公衆インターネット網への電話の着信転送等について、資料

ＷＧ４－１０に基づき説明があり、引き続き以下の意見が出された。 
  ・ 資料ＷＧ４－１０の３ページ部分の書き方は、「公衆インターネット網に転送を

する事業者に、制度的に責任を問う体制が無いことが問題」とするのが適当ではな

いか。 
・ 番号によってサービス品質を区別するためには、新たなプレフィックスを認め

てしまえば良いのではないか。 
・ トーキーを入れるのは一つの方法だとは思うが、逆にトーキーを入れさえすれ

ば品質を満たしていなくても提供することが出来るなど、品質の保証があいまい

になってしまうのではないか。 
    

(8) 次回会合スケジュールについて 
   ・ 次回のワーキンググループ会合（第５回）は、１０月下旬を予定しており、詳

細については別途連絡することとなった。 
 

以上 


